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令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
令
和
８

年
２
月
26
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
27

日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予

算
を
は
じ
め
と
す
る
市
長
提
出
議
案
な

ど
、
あ
わ
せ
て
56
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
16
ペ
ー

ジ
の
「
審
議
結
果
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

〈
一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要
〉

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

補
正
額
は
８
億
６
３
１
１
万
７
千
円

で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
４
１
０
億

６
４
７
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
地
域
防
災
緊
急
整
備
事
業

【
２
０
４
３
万
円
】

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
す
る

大
規
模
災
害
に
備
え
、
避
難
所
の
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
要
配
慮
者

に
も
対
応
し
た
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

自
動
パ
ッ
ク
式
ト
イ
レ
を
購
入
す
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
離
島
や
孤
立
が
予
想
さ
れ
る

地
域
と
の
通
信
途
絶
を
回
避
す
る
た

め
、
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
器
を
整

備
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
で
す
。

◇
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
給
付

事
業

【
１
億
７
５
５
万
４
千
円
】

　

物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
こ
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
た
め
、
児

童
手
当
支
給
対
象
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
母
等
に
こ
ど
も
１
人
当
た
り
１
万

５
千
円
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
で

す
。

◇
小
学
校
施
設
整
備
事
業

【
１
億
４
６
５
０
万
７
千
円
】

　

小
学
校
の
外
壁
改
修
工
事
（
細
田
小

学
校
）
及
び
ト
イ
レ
改
修
工
事(

吾
田

東
小
学
校)

に
つ
い
て
、
前
倒
し
で
実

施
す
る
も
の
で
す
。

◇
中
学
校
施
設
整
備
事
業

【
１
億
４
６
１
万
５
千
円
】

　

中
学
校
の
外
壁
改
修
工
事
（
吾
田
中

学
校
）
に
つ
い
て
、
前
倒
し
で
実
施
す

る
も
の
で
す
。

〈
当
初
予
算
の
概
要
〉

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、「
住
み
た
い　

住
み
続
け
た
い
ま

令
和
７
年
度
関
連
議
案

令
和
８
年
度
関
連
議
案

ち
へ
〜
『
創
る
。
挑
む
。』
始
動
〜
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
保
育
料
完
全
無

償
化
に
要
す
る
経
費
や
、
消
防
救
急
デ

ジ
タ
ル
無
線
の
全
面
更
新
、
天
福
球
場

及
び
南
郷
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
改
修
、
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
プ
レ
大
会

開
催
経
費
な
ど
、
重
点
施
策
を
推
進
す

る
た
め
の
予
算
の
計
上
に
よ
り
、
予
算

額
は
前
年
度
比
２
・
４
％
減
の
３
６
７

億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
に
お

い
て
、
市
民
税
が
前
年
度
比
１
・
５
％

増
の
22
億
６
８
８
４
万
２
千
円
、
固
定

資
産
税
が
前
年
度
比
０
・
３
％
増
の
28

億
７
４
６
万
７
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
比
０
・
４
％

増
の
56
億
７
２
１
２
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
整
備

事
業
（
道
交
・
春
日
平
野
線
）
や
市
営

住
宅
長
寿
命
化
事
業
な
ど
の
減
、
南
郷

町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
皆

減
や
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
の
減
な

ど
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
は
前
年
度
比

33
・
６
％
減
の
43
億
４
９
４
５
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

各
事
業
及
び
議
案
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
４
ペ
ー
ジ
以
降
の
委
員
会
審
査
の

概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１ 新たな魅力と価値を生み出す挑戦
２ 未来を支える安心・安全づくり
３ 新たなつながりの創出
３つの指針に沿って、
行財政資源を重点配分した令和８年度予算

令和８年度
一般会計予算などを可決！
令和８年度
一般会計予算などを可決！
令和８年度
一般会計予算などを可決！

第２回定例会開催

基金積立残高の推移

93億
6189万円
93億

6189万円

R4R4 R5R5 R6R6 R7
（見込み）
R7

（見込み）
R8

（見込み）
R8

（見込み）

96億
6237万円
96億

6237万円

104億
8598万円
104億
8598万円

104億
9867万円
104億
9867万円 92億

9352万円
92億

9352万円

地方交付税：

市　　　債：

公　債　費：

普通建設事業費 ：

物　件　費：
繰　出　金：

地方公共団体の財政の偏りを調整する目
的で、国が交付するお金。
大規模な事業を行うときなど、国や金融
機関などから借り入れるお金。
市が、国や金融機関などから借りたお金
を返す経費。
通路や学校などの公共公用施設の新・増
築などの建設にかかる経費。
旅費や消耗品費、委託料など。
一般会計と特別会計、または、特別会計の
相互間において支出される経費。

用語解説

歳  入

歳  出

自
主
財
源
　

　　
　　
　　
　　　　

　　　　　　　　依存財源

自
主
財
源
　

　　
　　
　　
　　　　

　　　　　　　　依存財源

そ
の
他
の

経
費
　　   　　   　 投資的経費　　

　　
　　
　　
義

務
的
経
費

地方消費税交付金
14億円

その他
82億1624万円

諸収入
8億2959万円 市税

56億7213万円

その他
31億4202万円

繰出金
29億2376万円

補助費等
35億5327万円

物件費
74億8706万円

普通建設事業
40億8505万円

公債費
28億5638万円

扶助費
75億8092万円

その他
5億8533万円

市債
24億370万円

国庫・県支出金
76億9301万円

地方交付税
99億円

災害復旧事業
2億6440万円

自主財源

国・ 県からの収入・
借入金などの財源
５９.８％

依存財源

支出が義務付け
られた経費
４１.６％

義務的経費

社会資本の整備に
要する経費
１１.８％

投資的経費

市で集めた財源
４０.２％

一般会計予算 ３６７億円
人件費

48億714万円
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総
務
市
民
委
員
会
の
審
査
概
要

総
務
市
民
委
員
会
の
審
査
概
要

等
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
課
題
や

地
域
活
性
化
に
挑
む
取
組
を
支
援
し
、

報
告
会
に
よ
り
、「
市
民
共
創
」
の
機

運
醸
成
を
図
る
事
業
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
ア
ク
シ
ョ
ン
支
援
の
具
体
的
な
支

援
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答
地
域
課
題
解
消
・
活
性
化
に
向
け

た
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
活
動
支
援

を
行
う
。

◇
広
報
事
務
費【

３
０
９
５
万
８
千
円
】

　
市
内
外
へ
の
日
南
市
の
情
報
発
信

を
は
じ
め
、
広
報
広
聴
活
動
に
関
す

る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
音
訳
・
点
字
広
報
誌
は
、
必
要
な

方
に
ど
の
よ
う
に
届
け
て
い
る
の
か
。

答
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
が
対
象

者
に
直
接
配
付
し
て
い
る
。

◇
油
津
文
化
遺
産
振
興
事
業

【
１
０
１
５
万
３
千
円
】

　
油
津
歴
史
文
化
遺
産
活
用
事
業
推

進
会
議
の
運
営
や
、
油
津
の
歴
史
文

化
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
委
託
な
ど

を
行
う
事
業
に
係
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
東
九
州
自
動
車
道
ス
ト
ッ
ク
効
果

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
、
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス

◇
消
防
施
設
器
材
整
備
事
業

【
９
４
１
６
万
３
千
円
】

　
消
防
施
設
・
水
利
の
整
備
、
車
両

の
更
新
に
対
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
事
故
に
よ

り
廃
車
と
な
り
、
新
規
購
入
費
８
１

７
４
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

納
車
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
納
車
は
、
令
和
９
年
２
月
を
予
定

し
て
い
る
。

◇
二
地
域
居
住
事
業【３

０
５
万
１
千
円
】

　
二
地
域
居
住
の
推
進
に
係
る
都
市

部
住
民
へ
の
意
向
調
査
、
分
析
等
に

要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
現
在
、
実
際
に
日
南
市
を
訪
れ
て

い
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た

り
、
市
外
に
い
る
坂
元
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
な
ど
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

先
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
日
南
市
と
し
て
、
ど
う
い
っ
た
強

み
が
あ
る
か
を
精
査
し
て
事
業
を
進

め
て
い
く
。

問
居
住
と
な
れ
ば
空
き
家
の
利
活
用

も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

答
空
き
家
対
策
と
し
て
も
考
え
て
い

る
。

 

◇
葬
祭
場
管
理
費【５

８
１
５
万
９
千
円
】

　
日
南
市
葬
祭
場(
火
葬
場)

の
管
理

運
営
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
葬
祭
場
は
建
設
さ
れ
て
何
年
が
経

過
し
て
い
る
の
か
。

答
平
成
３
年
に
竣
工
し
て
お
り
、
約

35
年
が
経
過
し
て
い
る
。

問
年
間
で
火
葬
運
転
件
数
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

答
令
和
６
年
度
は
、
１
０
９
９
件
で

３
４
３
日
の
稼
働
と
な
っ
て
い
る
。

◇
未
来
創
生
ア
ク
シ
ョ
ン
支
援
事
業

【
１
７
９
万
６
千
円
】

　
高
校
生
と
民
間
企
業
・
地
域
団
体

が
、
同
じ
と
こ
ろ
の
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
の
に
違
う
意
見
が
出
た
場
合
は
、

ど
う
取
り
扱
う
の
か
。

答
日
南
市
に
と
っ
て
何
が
よ
り
良
い

か
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
で
協
議

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
意
見
を

聞
い
た
上
で
、
最
終
的
に
は
市
が
方

向
性
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

◇
災
害
対
策
一
般
事
務
費

【
３
２
９
２
万
７
千
円
】

　
災
害
対
策
事
務
に
要
す
る
経
費

で
、
令
和
８
年
４
月
に
日
南
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
を
予
定
し
て
い
る
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
保
守

委
託
料
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。委員会審査のようす
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文
教
厚
生
委
員
会
の
審
査
概
要

文
教
厚
生
委
員
会
の
審
査
概
要

答
11
日
間
の
実
施
期
間
中
、
最
大
の

宿
泊
者
は
１
４
０
０
人
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
。
市
内
で
全
員
の
方
が
泊
ま

れ
る
よ
う
に
ホ
テ
ル
や
旅
館
業
者
と

交
渉
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◇
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

【
８
８
万
円
】

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
対
す

る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
及
び
高
齢
者

の
補
聴
器
購
入
の
補
助
に
係
る
経
費

で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
補
聴
器
補
助
対
象
者
は
、
ど
の
く

ら
い
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
40
㏈
～
70
㏈
の
中
程
度
難
聴
が
対

象
で
、
う
つ
病
や
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
る
事
業
と
考
え
て
い
る
。
対
象
実
数

は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
他
市
の
事

例
や
人
口
数
な
ど
を
参
考
に
、
１
人
上

限
３
万
円
で
20
人
程
度
で
試
算
し
た
。

問
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
ど
う

す
る
の
か
。

答
補
正
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

◇
中
部
病
院
事
業

【
１
８
億
８
３
２
８
万
９
千
円
】

　
中
部
病
院
を
運
営
す
る
た
め
の
費

用
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
も
含
め
、
何
人
ぐ
ら
い

◇
乳
児
家
庭
見
守
り
・
お
む
つ
宅
配

事
業　
　
　
　
　
　

  【
９
４
３
万
円
】

　
生
後
３
か
月
か
ら
12
か
月
ま
で
の

乳
児
が
い
る
世
帯
に
、
職
員
が
無
償
で

お
む
つ
を
宅
配
す
る
こ
と
で
乳
児
と
保

護
者
の
見
守
り
を
実
施
し
、
子
育
て

家
庭
の
精
神
的
及
び
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
事
業
に
係
る
経

費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
事
業
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
さ

れ
る
の
か
。

答
こ
の
事
業
に
限
ら
ず
、
３
年
で
効
果

を
検
証
し
、
継
続
の
有
無
を
判
断
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
宅
配
は
、
毎
月
、
全
世
帯
に
配
布

と
考
え
て
い
い
の
か
。

答
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問
何
人
の
職
員
で
行
う
の
か
。

答
保
育
士
を
１
人
増
員
し
、
基
本
的

に
は
２
人
体
制
で
あ
る
。
課
に
い
る
保

健
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
も
ケ
ー
ス

に
応
じ
て
対
応
し
、
一
部
の
職
員
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。ま
た
、

訪
問
日
程
の
調
整
な
ど
を
行
う
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
導
入
し
た
り
し
て
、
事

務
の
効
率
化
を
図
り
、
こ
の
事
業
が
う

ま
く
機
能
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
お
む
つ
の
メ
ー
カ
ー
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。

答
連
携
を
考
え
た
王
子
製
紙
が
、
お
む

つ
事
業
か
ら
撤
退
し
て
い
る
の
で
、
品

質
の
良
い
メ
ー
カ
ー
を
選
定
中
で
あ

る
。

◇
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

【
４
億
２
３
８
４
万
３
千
円
】

　
令
和
９
年
度
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
に
向
け
、
体
制
強
化
及
び
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
運
営
等
に
係
る
経

費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
来
場
者
数
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答
本
大
会
時
は
、
約
６
万
人
と
見
込

ん
で
い
る
。
宿
泊
者
は
、
選
手・監
督・

役
員
で
、
延
べ
１
万
２
千
人
程
度
と
見

込
で
い
る
。

問
宿
泊
所
は
対
応
で
き
る
の
か
。

か
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
が
54
人
で
、

総
数
は
１
７
０
人
で
あ
る
。
正
規
職
員

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
４
月
に
１
人

増
員
と
な
り
、
１
１
７
人
と
な
る
。

※
医
師
は
、
正
規
職
員
が
７
人
（
昨

年
度
４
月
よ
り
１
人
減
）。
会
計
年
度

任
用
職
員
・
外
部
招
へ
い
医
師
が
15
人

（
昨
年
度
４
月
よ
り
２
人
増
）
で
、
総

数
22
人
で
あ
る
。

問
中
部
病
院
経
営
計
画
は
、
そ
の
計

画
の
中
に
、「
し
な
や
か
で
、
力
強
い

運
営
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
構
築

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
今
後
も
、
安
定
し
た
医
療
の
提
供

と
市
内
の
診
療
所
で
受
け
ら
れ
な
い

医
療
を
公
立
病
院
と
し
て
提
供
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
。
県
立
日
南
病

院
と
日
南
市
内
の
公
立
病
院
の
あ
り

方
検
討
会
で
、
必
要
な
医
療
を
安
定

的
に
提
供
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
検
討

し
、
新
た
な
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い

く
。

問
計
画
に
「
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
、

信
頼
で
き
る
病
院
」
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
こ
の
こ
と
は
、
職
員
に
常
に
掲
げ
て

い
る
。
特
に
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
接
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
決
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
病
院
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と

患
者
さ
ん
が
笑
顔
で
帰
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
を
続
け
る
。
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全国かつおまつりサミットのようす

産
業
建
設
委
員
会
審
査
の
概
要

産
業
建
設
委
員
会
審
査
の
概
要

の
修
繕
を
行
う
。

◇
南
郷
大
島
魅
力
創
生
整
備
事
業

【
６
９
０
０
万
円
】

　
南
郷
大
島
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整
備
と

併
せ
、
老
朽
化
し
て
い
る
道
路
舗
装
改

修
及
び
、
交
通
安
全
施
設
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
一
体
的
に
行
う
た
め
の
経
費

で
す
。

◇
南
郷
大
島
魅
力
創
生
自
然
満
喫
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業  【
５
０
０
万
円
】

　
大
島
を
中
心
と
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
要
す
る
経
費
で

す
。

◇
油
津
港
ク
ル
ー
ズ
船
フ
ァ
ー
ス
ト

ポ
ー
ト
受
入
支
援
事
業

【
２
９
９
万
２
千
円
】

　
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
増
加
を

図
る
た
め
に
、
油
津
港
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ポ
ー
ト
受
入
体
制
整
備
に
伴
う
港
湾
衛

生
業
務
の
実
施
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
フ
ァ
ー
ス
ト
ポ
ー
ト
受
入
に
つ
い

て
、
来
年
度
の
見
込
み
を
問
う
。

答
今
の
と
こ
ろ
予
約
は
な
い
。
令
和
６

年
３
月
以
降
は
な
い
。

◇
市
有
財
産
建
物
管
理
費

【
１
億
１
６
９
万
７
千
円
】

　
市
有
建
築
物
、
建
築
設
備
等
の
保
守

点
検
、
修
繕
に
要
す
る
経
費
で
す
。

◇
食
べ
て
幸
せ
「
宮
崎
牛
・
み
や
ざ
き

地
頭
鶏
」
消
費
推
進
事
業【８

０
０
万
円
】

　
宮
崎
牛
及
び
み
や
ざ
き
地
頭
鶏
の
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
の
助
成
に
要
す
る

経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て

問
う
。

答
令
和
６
年
度
は
、
宮
崎
牛
が
４
６

１
６
件
で
２
２
６
０
万
円
ほ
ど
。
地
頭

鶏
が
６
０
０
万
円
ほ
ど
の
売
上
で
あ
っ

た
。

◇
日
本
農
業
遺
産
日
南
か
つ
お
一
本
釣

り
漁
業
保
全
事
業      【
６
５
０
万
円
】

　
日
南
か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業
保
全
に

つ
な
が
る
取
組
へ
の
支
援
に
加
え
、
本

市
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
か
つ
お
ま
つ

り
サ
ミ
ッ
ト
」
に
対
す
る
支
援
を
行
う

た
め
の
経
費
で
す
。

◇
天
然
ガ
ス
供
給
施
設
管
理
事
業

【
３
９
５
万
７
千
円
】

　
大
藤
温
泉
天
然
ガ
ス
供
給
施
設
の
維

持
・
管
理
等
に
係
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で
発
電
し
た
電
気
の

使
途
を
問
う
。

答
温
泉
を
送
る
電
気
と
し
て
使
用
す

る
。

◇
木
造
住
宅
耐
震
化
普
及
促
進
事
業

【
５
６
８
万
３
千
円
】

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
改
修
等

に
対
す
る
助
成
に
要
す
る
経
費
で
す
。

◇
集
え
！
日
南
ア
グ
リ
人
材
確
保
推

進
事
業                 【
２
９
０
万
円
】

　
農
業
分
野
に
お
け
る
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
受
入
れ
環

境
の
整
備
に
要
す
る
経
費
で
す
。

◇
水
門
等
管
理
費  【
１
７
９
４
万
円
】

　
県
が
管
理
す
る
水
門
の
操
作
を
受
託

し
、
出
水
期
に
お
け
る
河
川
等
か
ら
の

逆
流
防
止
を
図
る
水
門
等
の
操
作
及
び

内
水
排
除
を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
水
門
等
管
理
費
の
委
託
料
の
算
出
に

つ
い
て
問
う
。

答
水
門
に
よ
っ
て
単
価
が
異
な
っ
て
お

り
、
単
価
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
る
。

◇
道
の
駅
き
た
ご
う
管
理
費

【
２
０
３
７
万
７
千
円
】

　
道
の
駅
き
た
ご
う
の
管
理
に
要
す
る

経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
昨
年
予
算
に
比
べ
て
４
３
３
万
円
増

額
と
な
っ
た
理
由
を
問
う
。

答
湿
気
で
カ
ビ
が
発
生
し
た
た
め
空
調

◇
観
光
魅
力
コ
ン
テ
ン
ツ
創
造
事
業

【
８
４
８
万
円
】

　
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
の
開
催
に
要
す

る
経
費
で
す
。

◇
公
共
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

【
５
億
８
５
２
２
万
５
千
円
】

　
事
業
運
営
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
何
か
問

う
。

答
職
員
不
足
や
移
設
老
朽
化
等
の
解

決
策
と
し
て
、
国
が
導
入
を
進
め
て
い

る
。
民
間
の
力
を
借
り
、
官
民
連
携
で

事
業
を
進
め
る
も
の
。
令
和
８
年
度
の

調
査
は
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。
順

調
に
い
け
ば
、
令
和
11
年
度
に
契
約
予

定
。
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次
に
、
議
員
の
自
治
会
長
な
ど
の

兼
務
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
議
員

が
自
治
会
長
や
団
体
役
員
等
を
兼
務

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各
地
域
や
団

体
の
人
手
不
足
と
い
う
現
状
も
十
分

に
踏
ま
え
つ
つ
、
議
員
の
職
務
遂
行

に
お
い
て
は
、
政
治
倫
理
条
例
に
則
っ

た
行
動
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

を
改
め
て
共
有
し
、
今
後
も
、
議
員

一
人
ひ
と
り
が
高
い
倫
理
意
識
を
堅

持
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
に

応
え
る
べ
く
、
公
正
か
つ
誠
実
に
職

務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
一
人
会
派
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
会
派
制
を
導

入
し
た
意
義
を
鑑
み
、
現
時
点
で
は

現
状
維
持
と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
会
派
を
結

成
で
き
な
い
議
員
が
増
加
す
る
状
況

に
な
れ
ば
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

認
識
を
共
有
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。次

に
、
先
進
的
な
取
組
に
対
す
る

調
査
、
研
究
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
犬
山
市
議
会
の
議
会

改
革
の
取
組
を
視
察
い
た
し
ま
し

た
。
同
議
会
の
議
会
改
革
は
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
特
に
市
民

令
和
７
年
度
に
お
け
る
、
各
特
別

委
員
会
活
動
の
中
間
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

本
特
別
委
員
会
は
、
本
市
議
会
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の

信
託
に
応
え
る
開
か
れ
た
議
会
形
成

に
向
け
た
議
会
改
革
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
昨
年
12
月
に
制
定
し
ま
し

た
「
日
南
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
条
例
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会

全
体
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
意
識

が
高
ま
り
、
対
策
が
義
務
化
さ
れ
る

中
、
本
市
議
会
で
も
そ
の
構
築
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
円
滑
な

議
会
運
営
と
市
民
の
信
頼
確
保
の
た

め
、
率
先
し
た
対
策
は
不
可
欠
で
あ

り
、
健
全
な
議
会
環
境
は
、
議
員
の

な
り
手
不
足
解
消
に
も
繋
が
り
、
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

次
に
、
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準

等
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
旅
費
の
実
費
支
給
な
ど
、
議
会

経
費
の
見
直
し
を
随
時
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
政
務
活
動
費
の

使
途
基
準
か
ら
食
費
を
削
除
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
令
和
８

年
４
月
１
日
よ
り
適
用
し
、
政
務
活

動
の
よ
り
一
層
の
透
明
性
確
保
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
委
員
長
報
告
に
付
言
さ
れ

た
意
見
、
要
望
に
対
す
る
報
告
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
会

議
で
の
委
員
長
報
告
に
お
い
て
付
言

さ
れ
た
意
見
、
要
望
に
つ
い
て
、
そ

の
後
の
進
捗
等
を
追
跡
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
、
今
後
は
付
言
さ
れ
た

意
見
、
要
望
を
し
っ
か
り
と
議
論
し
、

市
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
政
策
形
成

に
繋
げ
、
実
効
性
の
あ
る
議
会
運
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
各
委
員
会
視
察
報
告
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
公
開
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
行
政

視
察
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
と

し
、
視
察
の
成
果
や
学
び
を
広
く
市

民
の
皆
様
と
共
有
し
、
議
会
活
動
の

透
明
性
を
一
層
高
め
る
た
め
の
取
組

で
あ
り
ま
す
。

フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
や
高
校
生
と
の
意

見
交
換
、
親
子
議
場
見
学
会
と
い
っ

た
活
動
は
、
市
民
参
加
を
促
進
し
、

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
上
で
大
変

効
果
的
で
あ
る
と
認
識
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
取
組
が
議
員
の
な
り

手
不
足
解
消
に
も
寄
与
し
て
い
る
点

は
特
筆
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
議
員
間
討
議
で
議
員
間
で

の
議
論
を
深
め
る
こ
と
で
、
議
会
と

し
て
の
政
策
提
言
の
機
会
が
増
加

し
、
活
動
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
が
、
聞
き
っ

ぱ
な
し
で
は
な
く
、
議
員
間
討
議
で

真
摯
に
協
議
さ
れ
、
市
政
へ
の
提
言

や
事
業
見
直
し
に
繋
が
っ
て
い
る
点

は
、
議
会
が
積
極
的
に
市
政
に
関
わ
っ

て
い
る
証
左
で
あ
り
、
今
後
の
本
市

議
会
の
議
会
運
営
に
お
い
て
も
参
考

に
す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
と
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
市
民
の
信
託
に
応
え
る

開
か
れ
た
議
会
形
成
を
目
指
し
、
各

種
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
全

議
員
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
の
中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

特
別
委
員
会
中
間
報
告(

抜
粋)

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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令和８年第２回定例会における「市政に対する一般質問」は、３月１１日、１２日、１３日
の３日間行われ、１１人が個人質問に立ち、多岐の内容にわたり市の方針をただしました。

以下、登壇順に質問と答弁の要旨を掲載しています。
※質問や答弁について、要旨だけではなく詳細をお知りになりたい方は、日南市議会事務局
にて「日南市議会会議録」を閲覧することができます。
　また、日南市議会会議録は「日南市議会ホームページ」でも閲覧することができます。
　詳しくは、日南市議会事務局（電話:0987-31-1142）までお尋ねください。

市政を
　問う
市政を
　問う
市政を
　問う！ 一

般 質 問

〈登壇者と質問項目〉

土
間
」
含
め
、（
南
区
間
）「
宮
浦
～

鵜
戸
間
」
の
早
期
完
成
と
（
南
区
間
）

「
鵜
戸
～
風
田
間
」
の
早
期
事
業
化

が
待
ち
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
油
津
港
に
お
い
て
は
、
東

京
航
路
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
、
神
戸
航
路

の
コ
ン
テ
ナ
船
、
大
型
チ
ッ
プ
船

な
ど
の
ほ
か
、
令
和
６
年
３
月
に
は

フ
ァ
ー
ス
ト
ポ
ー
ト
と
し
て
初
の
外

国
ク
ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
を
行
う

な
ど
、
地
元
経
済
は
も
と
よ
り
、
県

南
地
域
に
お
い
て
、
大
変
重
要
な
港

で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
県
南
の
物
流
拠
点
港
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に

も
、
現
在
、
事
業
中
の
第
10
岸
壁
の

延
伸
工
事
、
油
津
港
港
湾
計
画
に
沿
っ

た
、
油
津
港
全
体
の
早
期
整
備
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
、
安
定
し
た
予
算
確
保
に
向
け
て

積
極
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
産
業
活
性
化
に
お
い
て
は
、

７
月
に
南
那
珂
農
林
振
興
局
及
び
日

南
市
と
、
南
那
珂
農
林
水
産
業
の
活

性
化
に
向
け
て
県
事
業
と
円
滑
な
連

携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
多
岐
に
わ
た

る
意
見
交
換
を
行
い
、
ま
た
、
11
月

に
は
、
市
内
道
の
駅
３
駅
と
、
東
九

州
自
動
車
道
開
通
の
影
響
に
つ
い
て

本
特
別
委
員
会
は
、
令
和
５
年
第

４
回
定
例
会
に
て
、
東
九
州
自
動
車

道
、
国
道
２
２
０
号
な
ど
の
主
要
道

路
網
や
油
津
港
を
は
じ
め
と
す
る
総

合
交
通
網
の
整
備
促
進
、
ま
た
、
こ

れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
し
た
産
業

振
興
・
雇
用
創
出
に
関
す
る
諸
問
題

に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
７

名
の
委
員
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
総
合
交
通

網
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
県
等
の
関

係
機
関
に
対
す
る
要
望
活
動
や
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
活
動
は
、『
東
九
州
自
動
車
道

の
早
期
整
備
』、『「
命
の
道
」
国
道
２

２
０
号
防
災
対
策
の
早
期
整
備
及
び

同
国
道
の
直
轄
管
理
の
継
続
』、『
重

要
港
湾
油
津
港
の
整
備
』
の
３
項
目

に
つ
い
て
、
８
月
と
11
月
に
県
を
は

じ
め
、
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所
、
宮

崎
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
、
九
州

地
方
整
備
局
、
国
土
交
通
省
、
県
選

出
国
会
議
員
に
対
し
て
、
早
期
完
成

や
整
備
促
進
等
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

要
望
事
項
に
お
け
る
現
在
ま
で
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
、
個
別
に
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
東
九

州
自
動
車
道
に
お
い
て
は
、
令
和
６

年
４
月
に
は
最
後
の
未
事
業
化
区
間

で
あ
る
「
南
郷
～
奈
留
間
」
に
つ
い

て
の
新
規
事
業
化
が
決
定
し
、
全
線

開
通
に
向
け
、
大
き
く
前
進
し
た
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
昨
年
10
月
に
は
「
日
南
油
津

大
橋
」
に
お
い
て
送
り
出
し
工
法
に

お
け
る
橋
桁
の
架
設
着
手
工
事
の
見

学
会
に
参
加
し
、
事
業
の
進
捗
に
つ

い
て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
積
極
的
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

同
時
に
、
開
通
後
の
高
速
道
路
の
活

用
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
調
査
研
究

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
国
道
２
２
０
号
に
お
い
て

は
、
沿
線
住
民
の
生
活
を
支
え
る
「
命

の
道
」
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
国
の

直
轄
管
理
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
経
済
や
生
活
を
持
続
的
に
支
え

る
た
め
の
機
能
強
化
や
重
点
支
援
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
大
規
模
災
害

時
に
も
「
命
の
道
」
と
し
て
機
能
で

き
る
よ
う
、（
北
区
間
）「
内
海
～
富

の
意
見
交
換
を
実
施
し
、
本
市
産
業

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
、
連
携

を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

以
上
が
、
本
特
別
委
員
会
の
今
年

度
の
主
な
活
動
で
あ
り
ま
す
。

本
特
別
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

本
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
も
と
よ

り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
振
興

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

積
極
的
に
要
望
活
動
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

さ
ら
に
、
市
当
局
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
本
市
の
活
性
化
、
地
域
振

興
の
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
努
力

し
て
ま
い
る
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
本
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

県選出国会議員への要望活動

総
合
交
通
・
産
業
活
性
化
対
策

　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会
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令和８年第２回定例会における「市政に対する一般質問」は、３月１１日、１２日、１３日
の３日間行われ、１１人が個人質問に立ち、多岐の内容にわたり市の方針をただしました。

以下、登壇順に質問と答弁の要旨を掲載しています。
※質問や答弁について、要旨だけではなく詳細をお知りになりたい方は、日南市議会事務局
にて「日南市議会会議録」を閲覧することができます。
　また、日南市議会会議録は「日南市議会ホームページ」でも閲覧することができます。
　詳しくは、日南市議会事務局（電話:0987-31-1142）までお尋ねください。

市政を
　問う
市政を
　問う
市政を
　問う！ 一

般 質 問

〈登壇者と質問項目〉

１ 北山みゆき　議員 〔住みたいまち・住み続けたいまちづくりについて、日南市で子どもた
ちが安心して学び続けられる取組について、新たな価値を生み出す観
光戦略について〕

２ 富土　洋一　議員 〔医療難民について、買い物難民について、日南総合運動公園につい
て、公用車の整備について、青色防犯パトロール車について〕

３ 杉尾麻起子　議員 〔環境について、地域医療について、観光振興について、庁舎ロビーに
ついて〕

４ 小玉　弘明　議員 〔日南市観光協会について、花立公園及び竹香園の管理について、市が
管轄する公園の管理について〕

５ 平　　剛典　議員 〔市長の政治姿勢について、観光について、市職員の教育について〕
６ 影山　逸郎　議員 〔社会教育について、自治会組織について、北郷温泉サンチェリーきた

ごうについて〕
７ 黒部　俊泰　議員 〔防災・減災について、ハラスメント防止について、包摂社会につい

て、こども政策について、教育について〕
８ 坂元　啓一　議員 〔地域経済の活性化について、新幹線問題について、「ＳＡＦ」につい

て、漁業問題について、農業問題について、体育施設利用について、
学校給食について、ご当地グルメについて、ｅスポーツについて〕

９ 柿原　聡子　議員 〔自然公園法第二種特別地域における建物に関する諸問題について、忠
霊塔の管理について、小中高生の心の問題について〕

10 井福　秀子　議員 〔高市首相の政治姿勢について、大島における官民連携について、訪問
介護の実態について、加齢などによる難聴者の補聴器補助について、
梅ヶ浜、風田浜のサーフィンスポットの環境整備について〕

11 鈴村かずえ　議員 〔医療政策について、福祉政策について、学校教育について、通学路に
ついて、文化財保護について、職員の働く環境について〕
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住
み
た
い
ま
ち
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問
市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
「
子
連
れ
優

先
駐
車
場
」
を
、
出
先
機
関
に
設
置
を

拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

答
本
庁
で
の
利
用
状
況
や
利
用
者
の
声

を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
施
設
の
実
情
に
応

じ
て
、
導
入
の
可
否
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
民
間
事
業
所
が
「
子
連
れ
優
先
駐
車

場
」
を
設
置
し
た
場
合
に
助
成
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

答
事
業
所
に
と
っ
て
は
、「
子
連
れ
優
先

駐
車
場
」
の
設
置
は
顧
客
サ
ー
ビ
ス
や
社

会
的
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
主
体
的

な
取
組
に
期
待
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
続
け
ら

れ
る
取
組
に
つ
い
て

問
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
不
登
校
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
え
る

か
を
検
討
し
て
お
り
、
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

観
光
戦
略
に
つ
い
て

問
修
学
旅
行
向
け
の
観
光
開
発
に
取
り

医
療
難
民
に
つ
い
て

問
交
通
機
関
の
な
い
高
齢
者
の
医
療
に

つ
い
て
問
う
。

答
医
療
機
関
ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い

高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
取
組
等
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問
高
齢
者
の
受
診
控
え
に
つ
い
て
問
う
。

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
地
域
内
の
全
て
に
網
羅
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

中
山
間
地
の
移
動
ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て

問
移
動
ス
ー
パ
ー
に
よ
る
買
い
物
難
民
へ

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
今
年
度
１
人
の
方
が
令
和
８
年
中
の

運
行
に
向
け
、
協
力
ス
ー
パ
ー
と
連
携
し

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

市
全
域
に
運
行
さ
れ
る
よ
う
事
業
の
周

知
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

多
目
的
運
動
公
園
に
つ
い
て

問
柔
道
場
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
問
う
。

答
空
調
設
備
を
整
備
す
る
方
向
で
施
設

の
状
況
調
査
や
財
源
の
確
保
な
ど
研
究

し
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
利
用
者

と
適
宜
、
丁
寧
な
周
知
に
努
め
た
い
。

問
駐
車
場
横
の
休
憩
所
の
木
材
が
腐
朽

し
て
い
る
が
、
修
繕
し
な
い
か
問
う
。

答
適
切
に
修
繕
を
行
い
対
応
し
て
い
く
。

組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
本
市
に
は
多
様
な
地
域
資
源
が
あ
り
、

体
験
学
習
や
地
域
学
習
の
素
材
と
し
て

活
用
し
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
油
津

歴
史
文
化
遺
産
活
用
事
業
に
よ
り
、
歴

史
資
料
館
の
建
設
や
堀
川
周
遊
コ
ー
ス
の

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
修
学
旅
行
に
も
十

分
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
平
和
学
習
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
。

答
教
育
的
意
義
や
地
域
振
興
へ
の
効
果

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
先
進
地
を
参

考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
休
憩
所
水
飲
み
場
の
蛇
口
の
修
繕
に
つ

い
て
問
う
。

答
水
飲
み
場
の
蛇
口
の
部
品
が
欠
損
し
て

い
た
の
で
修
繕
し
、
こ
の
場
所
以
外
に
水

飲
み
場
が
多
数
あ
る
の
で
、
定
期
的
な
点

検
を
行
い
、
適
切
に
対
応
す
る
。

問
休
憩
所
周
辺
の
路
面
に
つ
い
て
問
う
。

答
休
憩
所
周
辺
の
路
面
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
隆

起
し
、
段
差
が
あ
る
場
合
は
段
差
解
消
す

る
修
繕
を
し
、
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

公
用
車
の
点
検
・
整
備
に
つ
い
て

問
基
本
整
備
料
金
に
つ
い
て
問
う
。

答
整
備
工
賃
は
設
定
か
ら
約
16
年
経
過

し
て
お
り
、
今
後
は
委
託
依
頼
や
料
金
に

つ
い
て
協
議
や
検
討
を
進
め
て
い
く
。

立憲民主の会
北山 みゆき

自民党
令和の会

富土 洋一

未
来
を
見
据
え
、

　
希
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

医
療
難
民
と

多
目
的
体
育
館
休
憩
所
に
つ
い
て

市役所に設置された「子連れ優先駐車場」のようす

多目的体育館駐車場横の休憩所
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環
境
に
つ
い
て

問
廃
プ
ラ
ゴ
ミ
収
集
に
係
る
経
費
と
廃

プ
ラ
の
売
却
益
を
比
較
し
て
利
益
が
あ

る
の
か
。

答
収
集
経
費
に
見
合
う
よ
う
な
売
却
益

は
な
い
。

問
自
治
会
等
で
道
路
草
刈
り
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
委
託
す

る
が
財
源
に
限
り
が
あ
る
。
複
合
的
な

市
道
管
理
体
制
を
構
築
す
る
。

問
市
道
新
町
太
夫
線
の
路
肩
が
沈
下
し

て
い
る
が
今
後
の
対
応
は
。

答
路
面
補
修
を
行
い
擁
壁
の
状
況
等
も

注
視
し
て
い
く
。

問
産
業
道
路
と
県
道
風
田
星
倉
線
「
見

聞
読
タ
ナ
カ
」
付
近
の
交
差
点
は
、
渋
滞

が
発
生
す
る
が
交
通
量
の
調
査
分
析
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
解
析
中
で
あ
る
。
結
果
に
よ
り
費
用

対
効
果
な
ど
を
勘
案
し
、
必
要
な
検
討

を
す
る
。

地
域
医
療
に
つ
い
て

問
公
立
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議

を
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
場
所
か
ら
移

転
も
含
め
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
海
岸
に
も
近
い
中
部
病
院
で
あ
る
た

日
南
市
観
光
協
会
の
新
体
制
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
４
月
か
ら
市
職
員
を
派
遣

し
な
い
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
以
前
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点

に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
21
年
４
月
に
、
一
般
社
団
法
人
と

し
て
設
立
さ
れ
た
時
か
ら
、
市
職
員
１
人

を
派
遣
し
て
き
た
。
協
会
職
員
の
み
で
の

事
務
局
運
営
が
可
能
と
な
り
、
市
職
員

の
派
遣
は
な
く
な
っ
た
が
、
観
光
振
興
と

い
う
共
通
目
標
に
向
け
た
連
携
体
制
は

変
わ
り
な
い
。

問
観
光
協
会
の
業
務
は
情
報
の
発
信
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
民
間
と
行
政
と
の

連
携
は
取
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答
観
光
協
会
の
組
織
は
約
２
８
０
の
観

光
関
連
事
業
者
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

理
事
に
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
漁
業

協
同
組
合
、
旅
館
組
合
、
飲
食
業
者
、
交

通
事
業
者
、
行
政
等
が
就
任
す
る
。
会

員
等
の
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
継
続
し
て

連
携
は
取
れ
て
い
る
。

問
イ
ベ
ン
ト
時
は
募
金
や
の
ぼ
り
立
て
な

ど
負
担
が
大
き
い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

答
自
治
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
観

光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

め
、
移
転
を
含
め
て
検
討
を
行
う
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

問
飫
肥
に
あ
る
旧
飯
田
医
院
の
建
物
を

存
続
す
る
場
合
の
費
用
、
取
り
壊
す
場

合
の
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
か
か
る

の
か
。

答
保
存
・
活
用
す
る
場
合
、
外
観
及
び
補

強
改
修
は
、
９
５
０
０
万
円
。
解
体
費
は

２
０
０
０
万
円
程
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

判
断
を
す
る
の
か
。

答
十
分
に
議
論
を
重
ね
て
判
断
す
る
。

感
謝
し
て
い
る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
成
功

は
、
自
治
会
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
。

問
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答
先
進
事
例
を
参
考
に
、
自
主
財
源
の

確
保
に
積
極
的
に
働
き
か
け
た
い
。

市
が
管
轄
す
る
公
園
に
つ
い
て

問
市
が
管
轄
す
る
公
園
の
箇
所
数
と
併

設
す
る
ト
イ
レ
の
数
を
伺
う
。

答
管
轄
す
る
公
園
の
総
数
は
70
公
園
で
、

公
園
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
屋
外
ト
イ
レ

の
総
数
は
59
か
所
に
な
る
。

問
公
園
内
の
ト
イ
レ
補
修
計
画
を
伺
う
。

答
補
修
計
画
は
な
い
が
、
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
日
常
点
検
を
徹
底
す
る
。

自民党
令和の会

杉尾 麻起子

自民党
令和の会

小玉 弘明

信
頼
か
ら
応
援
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
日
南
市
へ
‼

観
光
振
興
に
よ
る

　
　
日
南
市
の
ま
ち
づ
く
り

老朽化している旧飯田医院

改修を必要とする公園トイレ
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市
内
３
か
所
の
海
水
浴
場
に
つ
い
て

問
夏
季
シ
ー
ズ
ン
に
は
賑
わ
い
を
み
せ
て

く
れ
る
市
内
の
海
水
浴
場
。
し
か
し
、
栄

松
海
水
浴
場
以
外
の
海
水
浴
場
で
は
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
利
用
者
が
乏
し
く
感
じ
る
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
施
設
解
放
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
実
施
に
積
極
的
な
取
組
を
行
い
、

通
年
型
観
光
拠
点
へ
の
転
換
を
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
本
市
の
観
光
振
興
に
お
い
て
、
海
水

浴
場
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
活
用
は
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者
と
も

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
通
年
利
用

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ツ
ー
リ
ン
グ
の
誘
客

に
つ
い
て

問
市
内
で
の
受
け
入
れ
体
制
の
現
状
、

ま
た
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

答
本
市
の
豊
か
な
自
然
と
景
観
の
魅
力

は
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
人
材
不
足
や
認
知
度

の
向
上
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
利
用
者
の

声
に
耳
を
傾
け
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
日
南
海
岸
の
交
通
量
が
減
っ
た
せ
い

か
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ツ
ー
リ
ン
グ
の
需

社
会
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問
市
の
課
題
に
対
し
て
社
会
教
育
と
学

校
教
育
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

な
ど
「
生
涯
学
習
課
」
か
ら
「
社
会
教
育

課
」
へ
名
称
を
戻
し
、
社
会
教
育
を
人
口

減
少
な
ど
の
課
題
に
対
し
対
策
の
１
つ

と
し
て
、
施
策
の
中
心
に
据
え
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

答
生
涯
学
習
の
概
念
は
「
す
べ
て
の
学

び
」
で
あ
り
、
社
会
教
育
は
学
校
教
育

以
外
の
公
的
な
学
習
活
動
と
さ
れ
生
涯

学
習
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
概
念
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ
課
名
の
変

更
予
定
は
な
い
。
国
に
お
い
て
も
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化

を
受
け
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
中
央
教

育
審
議
会
へ
諮
問
が
な
さ
れ
た
。
今
後
、

諮
問
に
対
す
る
答
申
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
社
会
教
育
の
あ
り
方
な
ど
が
示
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
動
向
を

注
視
す
る
。

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
き
た
ご
う
の
運
営
状
況

に
つ
い
て

問
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
が

経
過
し
温
泉
の
利
用
者
は
順
調
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
当
初

要
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
し
て
今

年
10
月
に
は
国
際
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
」
も
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
需
要
に
合
わ
せ
、
市
内
で
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
や
歓
迎
店
舗
の
見
え

る
化
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
と
連
携

を
図
り
、
休
憩
場
所
や
駐
輪
場
な
ど
、
市

の
関
連
施
設
や
道
の
駅
な
ど
に
広
げ
る
と

と
も
に
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。
見
え

る
化
に
つ
い
て
は
非
常
に
分
か
り
や
す
い

取
組
で
あ
り
、
観
光
魅
力
コ
ン
テ
ン
ツ
創

造
事
業
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

の
見
込
み
に
対
し
て
実
際
の
利
用
者
は
順

調
に
推
移
し
て
い
る
の
か
を
含
め
て
、
１

日
の
平
均
の
利
用
者
数
と
今
後
の
運
営

形
態
に
つ
い
て
伺
う
。

答
当
施
設
は
１
日
あ
た
り
１
０
０
人
の
利

用
者
を
目
標
設
定
し
て
い
る
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
の
利
用
者
数
は
、
令
和

６
年
12
月
か
ら
令
和
８
年
１
月
末
ま
で

の
累
計
で
５
万
２
６
５
人
、
１
日
平
均
で

１
３
４
人
の
利
用
実
績
と
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。
運
営
形
態
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
も

有
力
な
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
考
え
て
い

る
。

自民党
令和の会

平　剛典

自民党
令和の会

影山 逸郎

日
南
市
の
自
然
と
景
観
を

　
　
　
フ
ル
活
用
し
て
い
く

社
会
教
育
と

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
き
た
ご
う
に
つ
い
て

オフシーズンで静かな海水浴場

サンチェリーきたごう
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

問
北
杜
市
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
宣
言

条
例
を
制
定
し
た
。
日
南
市
も
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
北
杜
市
等
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し

て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
「
宮
崎
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
が
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
。
宮
崎
市
を
参
考
に
し
た
条
例
制

定
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

包
摂
社
会
に
つ
い
て

問
国
立
市
の
よ
う
な
「
人
権
を
尊
重
し
、

多
様
性
を
認
め
合
う
平
和
な
ま
ち
づ
く

り
」
基
本
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

答
国
立
市
を
は
じ
め
、
他
の
自
治
体
を
、

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
日
南
市
は
福
岡
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
利
用
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
べ
き
で

は
。

答
早
急
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
制
服
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
ア
ジ
ャ
ス

タ
ー
に
つ
い
て

問
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
な
し
か
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー

ご
当
地
グ
ル
メ
に
つ
い
て

問
日
南
学
園
の
調
理
科
と
コ
ラ
ボ
し
た

新
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
現
在
、
国
ス
ポ
障
ス
ポ
に
お
け
る
弁
当

メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
も
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て

問
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
と
は
何

か
。

答
暑
さ
、
寒
さ
、
乾
燥
な
ど
の
環
境
ス
ト

レ
ス
に
対
す
る
耐
性
を
つ
け
、
植
物
本
来

の
力
を
引
き
出
し
、
植
物
の
成
長
を
改

善
さ
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
農

業
資
材
の
こ
と
で
あ
る
。

問
行
政
と
し
て
、
今
後
の
取
組
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
南
那
珂
地
区
営
農
振
興
協
議
会
技
術

委
員
会
に
お
い
て
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の

高
温
障
害
軽
減
効
果
に
関
す
る
実
証
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を

進
め
て
い
く
。

未
利
用
魚
に
つ
い
て

問
未
利
用
魚
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

答
未
利
用
魚
と
は
、
本
来
は
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
の
に
、
地
域
に
よ
っ
て
は
好

ま
れ
な
い
た
め
、
市
場
で
あ
ま
り
流
通
せ

付
き
か
、
自
由
に
選
択
で
き
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
る
。
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
付
き
の
ス

ラ
ッ
ク
ス
の
購
入
価
格
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
等
を
問
う
。

答
取
扱
店
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
た
め
、
購
入
価
格

の
設
定
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今

後
、
制
服
の
価
格
改
定
の
際
に
ア
ジ
ャ
ス

タ
ー
を
付
け
た
場
合
は
い
く
ら
、
ア
ジ
ャ

ス
タ
ー
な
し
は
い
く
ら
と
い
う
形
で
価
格

の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
令
和
８
年
度
か
ら
進
め
る
と
い
う
こ
と

で
理
解
し
て
も
良
い
か
。

答
令
和
８
年
度
が
単
価
の
見
直
し
の
時

期
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ず
、
価
値
が
付
い
て
い
な
い
魚
の
こ
と
を

意
味
し
、
本
市
で
は
、
ア
イ
ゴ
、
イ
ス
ズ

ミ
な
ど
が
あ
る
。

問
な
ぜ
、
利
用
で
き
な
い
の
か
。

答
魚
の
サ
イ
ズ
が
、
規
格
外
で
あ
る
こ

と
、
背
び
れ
の
毒
針
や
、
う
ろ
こ
が
固
い

こ
と
、
臭
み
が
あ
る
こ
と
な
ど
。

問
何
か
利
用
策
は
な
い
の
か
。

答
以
前
、
未
利
用
魚
と
さ
れ
て
い
た
オ
オ

ニ
ベ
は
近
年
、
す
り
身
な
ど
の
加
工
用
と

し
て
の
需
要
が
増
え
て
お
り
、
日
南
市
漁

協
女
性
部
が
、
魚
う
ど
ん
の
材
料
と
し
て

使
用
し
、
商
品
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

内
の
飲
食
店
で
も
刺
身
や
、
鍋
の
具
材
と

し
て
提
供
し
て
い
る
。

公明党
日南市議団
黒部 俊泰

無会派
坂元 啓一

生
命
を
守
る
取
組
に
つ
い
て

日
南
学
園
創
立
75
周
年
で

　
　
　
新
ご
当
地
グ
ル
メ
を

令和8年度が単価見直し時期
となる中学生の制服

未利用魚（アイゴ）
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自
然
公
園
法
第
二
種
特
定
地
域
に
お
け

る
建
物
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

問
伊
比
井
地
区
の
国
定
公
園
内
の
建
物

に
関
す
る
訴
額
２
億
６
５
８
０
万
円
の

裁
判
に
つ
い
て
、
市
が
敗
訴
し
た
場
合
、

市
民
の
税
金
か
ら
巨
額
の
賠
償
金
を
支

払
う
こ
と
に
な
る
。
市
長
は
こ
の
リ
ス
ク

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
問

う
。

答
市
と
し
て
は
、
職
員
に
よ
る
適
切
な
教

示
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り
、
市
に
は

何
ら
責
任
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
事
案

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
係
争
中
の
た
め
差

し
控
え
る
。

小
中
高
生
の
心
の
問
題
に
つ
い
て

問
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る

「
心
の
健
康
観
察
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
問
う
。

答
直
感
的
に
選
べ
る
ア
イ
コ
ン
や
「
相
談

し
た
い
」
と
い
っ
た
選
択
肢
、
自
由
記
述

欄
な
ど
を
活
用
し
、
教
職
員
が
子
ど
も

達
の
内
面
の
変
化
を
早
期
に
把
握
す
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

問
教
育
に
お
け
る
過
度
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
見
直
し
、
人
と
人
と
の
対
話
を
増
や

す
方
向
を
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
。
見

解
を
問
う
。

高
市
首
相
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
高
市
首
相
は
憲
法
改
正
を
主
張
し
て

い
る
が
、
立
憲
主
義
に
も
国
民
主
権
に
も

反
す
る
も
の
だ
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解

を
問
う
。

答
市
長
と
し
て
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と

は
差
し
控
え
る
が
、
憲
法
改
正
は
極
め
て

重
要
な
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
で

の
十
分
か
つ
慎
重
な
議
論
は
も
と
よ
り
、

主
権
者
た
る
国
民
が
関
心
と
理
解
を
高

め
、
国
民
の
間
で
議
論
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

大
島
に
お
け
る
官
民
連
携
に
つ
い
て

問
一
般
市
民
と
か
け
離
れ
た
富
裕
層
だ

の
み
の
観
光
振
興
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
。
市
は
「
官
民
連
携
」
の
も
と
で
ヴ
ィ

ラ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
、
受
付
棟
、
事
務
所

な
ど
を
造
る
計
画
な
の
か
。

答
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
官
民
の
役

割
を
明
確
に
し
、
離
島
の
持
続
的
発
展

と
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
今
後
、
国
、
市
の
負
担
が
ま
す
ま
す
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。

答
日
南
市
南
郷
大
島
に
お
け
る
観
光
振

興
拠
点
施
設
条
例
に
お
い
て
、
施
設
の

所
有
者
で
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
社
の
負
担
で
あ

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
を
上
手
に
活
用
し
て
い
く

こ
と
で
、
教
師
が
よ
り
き
め
細
や
か
に
子

ど
も
に
寄
り
添
い
、
人
間
的
な
触
れ
合
い

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
教
育
の
あ
り
方

を
追
及
し
て
い
く
。

忠
霊
塔
の
管
理
に
つ
い
て

問
遺
族
の
方
々
も
高
齢
と
な
り
、
親
族
は

近
く
に
は
い
な
い
な
ど
、
維
持
管
理
を
す

る
人
が
い
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
将

来
的
に
忠
霊
塔
の
管
理
体
制
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

答
市
内
の
各
遺
族
会
の
現
状
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
他
の
自
治
体
に
お
け
る
先

進
的
な
取
組
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

問
目
井
津
港
の
個
人
宅
を
避
難
所
へ
と

地
域
住
民
が
市
に
要
望
し
た
が
、
こ
れ
に

は
全
く
取
り
組
も
う
と
し
な
か
っ
た
。
大

島
に
避
難
所
を
つ
く
る
と
い
う
の
は
逆
立

ち
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
当
該
地
域
の
津
波
浸
水
深
か
ら
避
難

場
所
と
し
て
は
難
し
い
。

訪
問
介
護
の
実
態
に
つ
い
て

問
日
南
市
の
訪
問
介
護
事
業
所
の
数
や

利
用
者
数
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
離
職
者

数
は
何
人
か
。

答
訪
問
介
護
事
業
所
は
30
事
業
所
で
利

用
者
数
は
令
和
７
年
12
月
で
５
５
１
人

と
な
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
離

職
者
数
は
本
市
の
デ
ー
タ
は
な
い
。

無会派
柿原 聡子

無会派
井福 秀子

何
事
に
も
誠
心
誠
意

　
　
　
寄
り
添
っ
た
対
応
を

高
市
首
相
の
政
治
姿
勢
に

　
　
　
つ
い
て
市
長
に
問
う

吾田地区の忠霊塔

南郷大島のヘリ発着場
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民
間
支
援
が
届
か
な
い
地
域
に
つ
い
て

問
鵜
戸
地
区
で
の
議
会
報
告
会
に
て
、

長
寿
課
作
成
の
「
生
活
お
助
け
ブ
ッ
ク
」

掲
載
の
弁
当
店
が
、
す
べ
て
配
達
圏
外
で

利
用
で
き
な
い
と
の
声
が
あ
っ
た
が
、
今

後
必
要
な
支
援
策
が
あ
る
か
伺
う
。

答
外
出
困
難
な
緊
急
時
に
お
困
り
の
際

は
、
長
寿
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
を
い
た
だ
き
た
い
。

多
様
な
学
び
の
保
障
と
支
援
に
つ
い
て

問
市
の
行
う
支
援
に
よ
っ
て
、
学
校
復
帰

や
学
び
の
継
続
に
つ
な
が
っ
た
事
例
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
伺
う
。

答
令
和
６
年
度
は
小
学
生
で
47
人
中
11

人
、
中
学
生
で
は
71
人
中
31
人
が
支
援

に
よ
り
登
校
状
況
が
改
善
し
た
。
ま
た
、

不
登
校
の
中
学
３
年
生
で
は
全
て
の
生

徒
が
進
路
を
実
現
で
き
た
。

通
学
路
の
安
全
確
保
と
環
境
に
つ
い
て

問
吾
田
小
学
校
さ
く
ら
坂
は
、
保
護
者

よ
り
「
道
を
広
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要

望
が
あ
る
。
道
路
拡
幅
で
き
な
い
か
。

答
全
線
的
な
拡
幅
は
困
難
だ
が
４
４
０

人
が
利
用
す
る
重
要
な
通
学
路
で
あ

る
。
待
避
所
等
の
可
能
性
を
研
究
す
る
。

問
あ
が
た
幼
稚
園
ま
で
の
通
学
路
は
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
連
続
性
確
保
や
道
路

環
境
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
市
道
戸
山
時
任
線
の
一
部
で
あ
る
。
電

柱
の
移
設
な
ど
を
協
議
し
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
に
努
め
た
い
。

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
に
つ
い
て

問
上
陸
・
産
卵
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
７
年
が
上
陸
23
回
、
産
卵
12
回

で
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
平
成
25
年
の
上

陸
１
６
２
回
、
産
卵
１
１
３
回
。

職
員
の
働
く
環
境
に
つ
い
て

問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
令
和
７
年
度

の
相
談
件
数
と
対
応
状
況
を
伺
う
。

答
市
の
窓
口
に
１
件
、
外
部
窓
口
に
１
件

事
案
が
あ
っ
た
と
い
う
情
報
を
把
握
し
て

い
る
。

自由民主党
日南市議団

鈴村 かずえ

子
ど
も
も
大
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
南
市
へ

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年

度
の
活
動
テ
ー
マ
を
「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
日
南
市
」
と
し
、
1

月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
岡
山
県

津
山
市
・
兵
庫
県
尼
崎
市
・
大
阪
府
吹

田
市
へ
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

津
山
市
で
は
、
不
登
校
支
援
（
多
様

な
学
び
の
場
等
）
に
つ
い
て
、
40
年
以
上

続
く
鶴
山
塾
等
の
取
組
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
合
っ
た

活
動
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
が
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
居
場
所
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

尼
崎
市
で
も
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
、

教
育
支
援
室
（
ほ
っ
と
す
て
っ
ぷ
）
や
学

習
支
援
室
（
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
）
の
事

業
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ハ
ー

ト
フ
ル
フ
レ
ン
ド
（
不
登
校
支
援
員
）
や

民
間
通
所
施
設
な
ど
の
協
力
で
活
動
が

成
り
立
っ
て
お
り
、
高
校
へ
の
進
学
率
は

９
割
と
高
水
準
で
し
た
。

吹
田
市
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
江

坂
図
書
館
を
見
学
し
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
伺
い
ま
し
た
。
図
書
館
司
書
業

務
を
市
選
任
職
員
が
行
っ
て
お
り
、
図
書

館
の
人
員
体
制
や
、
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
日
南
市
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

行
政
視
察
報
告

吾田小学校通学路 
さくら坂入り口交差点と市道戸山時任線

吹田市視察研修のようす 尼崎市視察研修のようす 津山市視察研修のようす
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審議結果一覧

番  号 議 案 名
審 議 結 果

委員会 本会議

報 告 第 ４ 号 専決処分の承認を求めることについて － 原案承認
議 案 第 ３ 号 令和７年度日南市一般会計補正予算（第８号） 原案可決 原案可決
議 案 第 ４ 号 令和７年度日南市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 原案可決
議 案 第 ５ 号 令和７年度日南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決 原案可決
議 案 第 ６ 号 令和７年度日南市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 原案可決
議 案 第 ７ 号 令和７年度日南市病院事業会計補正予算（第４号） 原案可決 原案可決
議 案 第 ８ 号 令和７年度日南市公共下水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決 原案可決
議 案 第 ９ 号 令和７年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決 原案可決
議案第１０号 令和７年度日南市漁業集落排水事業会計補正予算（第２号） 原案可決 原案可決
議案第１１号 令和７年度日南市公設合併処理浄化槽事業会計補正予算（第３号） 原案可決 原案可決
議案第１２号 令和７年度日南市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 原案可決
議案第１３号 日南市南郷大島における観光振興拠点施設条例 原案可決 原案可決
議案第１４号 （仮称）油津歴史資料館改修建築主体工事の請負契約の締結について 原案可決 原案可決

議案第１５号 日南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例 原案可決 原案可決

議案第１６号 日南市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第１７号 日南市火入れに関する条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決

番  号 議 案 名
審 議 結 果

委員会 本会議

議案第１８号 令和８年度日南市一般会計予算 原案可決 原案可決
議案第１９号 令和８年度日南市国民健康保険特別会計予算 原案可決 原案可決
議案第２０号 令和８年度日南市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 原案可決
議案第２１号 令和８年度日南市介護保険特別会計予算 原案可決 原案可決
議案第２２号 令和８年度日南市病院事業会計予算 原案可決 原案可決
議案第２３号 令和８年度日南市公共下水道事業会計予算 原案可決 原案可決
議案第２４号 令和８年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計予算 原案可決 原案可決
議案第２５号 令和８年度日南市漁業集落排水事業会計予算 原案可決 原案可決
議案第２６号 令和８年度日南市公設合併処理浄化槽事業会計予算 原案可決 原案可決
議案第２７号 令和８年度日南市水道事業会計予算 原案可決 原案可決
議案第２８号 日南市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第２９号 日南市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第３０号 日南市一般職の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第３１号 日南市職員旅費支給条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決

議案第３２号 日南市水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正す
る条例 原案可決 原案可決

議案第３３号 日南市一般職の任期付職員の採用等に関する条例 原案可決 原案可決
議案第３４号 日南市職員の高齢者部分休業に関する条例 原案可決 原案可決
議案第３５号 日南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決

※　令和８年第２回定例会の審議結果を掲載しております。
【令和７年度関係議案】

【令和８年度関係議案】
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採決結果一覧

番  号 議 案 名
審 議 結 果

委員会 本会議
議案第３６号 日南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決

議案第３７号 日南市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 原案可決 原案可決

議案第３８号 日南市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 原案可決 原案可決
議案第３９号 日南市企業立地促進条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第４０号 日南市北郷農産物処理加工場条例を廃止する条例 原案可決 原案可決
議案第４１号 日南市公園条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第４２号 日南市支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第４３号 日南市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第４４号 日南市特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決

議案第４５号 日南市山村定住住宅の設置、管理及び譲渡に関する条例の一部を改正する
条例 原案可決 原案可決

議案第４６号 日南市庁舎の機能移転に伴う日南市が定める条例の特例に関する条例の一部を
改正する条例 原案可決 原案可決

議案第４７号 日南市公設合併処理浄化槽条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第４８号 日南市特別会計条例を廃止する条例 原案可決 原案可決
議案第４９号 日南市簡易水道事業基金条例を廃止する条例 原案可決 原案可決
議案第５０号 日南市簡易水道事業給水条例を廃止する条例 原案可決 原案可決
議案第５１号 日南市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第５２号 日南市水道事業等経営審議会条例の一部を改正する条例 原案可決 原案可決
議案第５３号 日南市副市長の選任について － 原案同意
議案第５４号 日南市教育委員会の教育長の任命について － 原案同意
議案第５５号 日南市教育委員会の委員の任命について － 原案同意
諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて － 原案同意

陳 情 第 １ 号 新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に
関する早期の実態把握と再発防止を求める陳情 採　択 採　択

議案
番号 議案名

委員会
審査
結果

北
　
山
　
み
ゆ
き

影
　
山
　
逸
　
郎

平
　
　
　
剛
　
典

鈴
　
村
　
か
ず
え

柿
　
原
　
聡
　
子

富
　
土
　
洋
　
一

杉
　
尾
　
麻
起
子

小
　
玉
　
弘
　
明

北
　
川
　
浩
一
郎

谷
　
口
　
慎
　
二

黒
　
部
　
俊
　
泰

山
　
田
　
　
　
一

川
　
口
　
和
　
也

前
　
田
　
幸
　
雄

濱
　
中
　
武
　
紀

坂
　
元
　
啓
　
一

安
　
竹
　
　
　
博

中
　
尾
　
貞
　
美

井
　
福
　
秀
　
子

採決
結果

議案
第13号

日南市南郷大島における
観光振興拠点施設条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 原案

可決

議案
第18号

令和８年度日南市一般会
計予算

原案
可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 欠 退 〇 〇 × × 原案

可決

議案
第38号

日南市特定乳児等通園支
援事業の運営に関する基
準を定める条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 欠 ○ 〇 〇 〇 × 原案

可決

陳情
第１号

新宿区において顕在化し
た事例を受けて、政党機
関紙の庁舎内勧誘行為に
関する早期の実態把握と
再発防止を求める陳情

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 欠 ○ 〇 〇 〇 × 原案

可決

　賛否の分かれた議案等における、議員ごとの賛否結果は以下のとおりです。
　なお、表中の記号は次のとおりです。（◯＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長　退＝退席）

注）議長は採決には加わりません。
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議会運営委員会、全員協議会
議会からの提言書に対する回答、本会議（第２回定例
会開会）、全員協議会、予算審査特別委員会全体会議、
委員会審査（現年度分）

予算審査特別委員会全体会議、本会議(現年度議案採
決、新年度議案提案、広報広聴委員会
本会議（質疑）、予算審査特別委員会全体会議
全員協議会、本会議（一般質問）、議会運営委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）、議会運営委員会、議会改革推進特
別委員会、総合交通・産業活性化対策特別委員会
委員会審査
委員会審査
予算審査特別委員会全体会議、全員協議会、本会議
（採決・閉会）、全員協議会

広報広聴委員会
広報広聴委員会

【２月】
19日
26日

【３月】
2日

3日
11日
12日
13日

17日
18日
24日

【４月】
3日
13日

議会日誌 ２月から４月　抜粋

霧島市視察報告

　広報広聴委員会では、広報広聴の取組を学ぶ
ため、１月２９日に霧島市を視察しました。市
民の皆様にもっと議会を身近に感じていただく
ため、議会だよりのあり方や議会報告会につい
て学びました。霧島市議会の議会広報誌は、議
案の背景や論点を簡潔に整理し、市民に理解し
やすい形で提供する重要な広報手段となってい
ます。まず、委員会審査の要点や議員の賛否を
明示することで、意思決定過程の透明性を高
め、議会への信頼向上に寄与しています。次に、
紙媒体の広報誌とウェブ、ＳＮＳ、議会中継を
連携させることで、多様な情報アクセスを確保
し、市民参加の促進と説明責任の強化を図って
います。議会報告会についても、市民との対話
や意見交換を重視し、その声を議会活動や政策
形成に積極的に反映させる工夫をされていまし
た。以上の点を含めて、本市の広報広聴にも取
り入れて刷新に努めていきたいと思います。

　

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
３
６
７
億
円
で
可
決
さ
れ
、
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
を

伴
う
急
速
な
人
口
減
少
に
加
え
、
国
際

情
勢
に
起
因
す
る
物
価
高
騰
、
相
次
ぐ

自
然
災
害
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や
質

の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
産
業

振
興
、
出
生
数
の
減
少
、
そ
し
て
若
年

層
の
都
市
部
へ
の
流
出
な
ど
の
大
き
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
予
算
で
は
、
３
つ
の
重
要

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
「
子
育

て
支
援
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」「
住
み
た

い　

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」「
東
九
州

自
動
車
道
ス
ト
ッ
ク
効
果
最
大
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
施
策
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
も
、
行
政
監
視
機
関
と

し
て
、
重
大
な
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

議
員
活
動
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
記
）
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インターネットでも議会がご覧いただけます！

編
集
後
記

　本会議のようすは、生中継しています。また、過去の映像はインターネットで録画配信してい
ます。下記のＵＲＬ、ＱＲコード、日南市議会ホームページからアクセスしてください。　　
https://www.nichinan-city.stream.jfit.co.jp/ 　　　　　　　　　        
　また、一般質問のある本会議の前日には、日南市公式ＬＩＮＥにて配信のお知らせをします
ので、こちらもぜひご活用ください。

トピックストピックストピックストピックス

令和８年６月定例会　開催予定
● ６月１２日（金）　本会議（開会）
● ６月１５日（月）　本会議（質疑）
● ６月２４日（水）～２６日（金)　本会議（一般質問） 
● ６月２９日（月）～７月１日（水）　委員会審査
● ７月 ３日（金）　本会議（閉会）

　本会議の傍聴をご希望の方は、議会開催日に、庁舎本館３
階の傍聴者受付までお越しください。

行政視察　日南市来訪
２月４日　長野県須坂市議会　３月２５日　千葉県市川市議会

文字をより読みやすく、伝わりやすくするユニバーサルデザインフォントを一部使用しています。


